
- 1/2 -

「東北圏広域地方計画検討会議について」

日時：平成１９年１月３１日（水） 13:00～14:40

場所：宮城県建設産業会館 大会議室

出席者：別紙のとおり

議事次第

１．開会

２．あいさつ 東北地方整備局長

国土計画局 官房審議官

３. 東北圏広域地方計画検討会議設立について（資料－１）

(1)東北圏広域地方計画検討会議設立趣旨について

(2)追加構成員について

(3)東北圏広域地方計画検討会議規則について

(4)東北圏広域地方計画検討会議役員について

４. 議 事（議長：検討会議議長）

(1)東北圏広域地方計画推進体制について（資料－２）

(2)東北圏広域地方計画懇談会について （資料－３）

(3)今後のスケジュールについて （資料－４）

(4)質疑

５．意見交換

６．閉会

○東北圏広域地方計画検討会議設立について（資料－１）

(1)東北圏広域地方計画検討会議設立について

提案のとおり承認。

(2)追加構成員について

以下の機関を追加構成員とすることで承認。

計画区域の市町村 ：青森県青森市、新潟県新潟市、新潟県長岡市、

宮城県丸森町、新潟県聖籠町

隣接する地方公共団体：北海道、富山県

密接な関係を有する者：東京航空局、（社）東北経済連合会、

東北六県商工会議所連合会、（社）新潟県商工会議所連合会

(3)東北圏広域地方計画検討会議規則について

提案のとおり承認。

(4)東北圏広域地方計画検討会議役員について

会 長：岩手県総合政策室長が推薦を受け、承認

副会長：会長が(社)東北経済連合会常務理事と東北地方整備局企画部長を指名し、承認。
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○議 事

(1)東北圏広域地方計画推進体制について（資料－２）

(2)東北圏広域地方計画懇談会について （資料－３）

(3)今後のスケジュールについて （資料－４）

上記(1)～(3)まで、一括で事務局説明

【 議事概要（質疑） 】

・資料－ 2 の策定体制の地域分科会は、関東地方整備局が事務局となって設置を進めていると

聞いているが、。東北地方整備局の関わりも重要である。

→今後調整して進めたい。

・資料－ 4 のスケジュールを確認したい。検討会議の幹事会は、平成 19 年中頃の協議会設置

後も引き継ぐと考えていいのか。

→全国計画決定前の幹事会は、あくまでも広域地方計画協議会設置の準備のための幹事会であ

る。協議会設置後の幹事会は、協議会のための幹事会として設立されるものである。

・学識経験者のイメージについて確認したい。何人位で構成されるのか。どのように検討会議

等と関わってくるのか。

→概ね２０名程度になるものと考えている。

学識経験者の会は、検討会議に対し助言等を行い、協議会設立後に正式に選出される。20 名

程度と規模が大きくなることが予定されるので、会議を分科会的に行うことも考えられる。

◎推進体制、懇談会、スケジュールについて、提案の通り承認


